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戦　　評

１Ｐ　開始早々の６：３７、青⑥保崎がカットインからシュートを決め、長浜北星が先行する。こ
れに対し白、鳥取中央育英は６：２３、④田村がフリースローからリターンパスを受け、ＧＫを
かわして得点。両チームとも決定力のあるところを見せる。５：２２、青②藤居がカットイン、育
英ＤＦが機能する前に個人技で得点を重ねていく。長浜北星のタイミングの良いドライブに育
英ＤＦは苦しんでいる。鳥取中央育英のフィールドを横広く使ったカウンターからのポスト攻撃
を、長浜北星ＤＦが防いで長浜北星ペースで試合が進んでいく。緊迫した試合展開の中、１：
５８、白⑥深田がカウンターから得点。同点とする。勢いのある長浜北星は、１：０２、白④の
退水を誘発し、パワープレーから０：４７、青③藤居が右サイドからシュートを決め、２－３と長
浜北星がリードして終了した。

２Ｐ　ＱタイムでＤＦの指示があったのか鳥取中央育英のＤＦが厳しさを増していく。長浜北星
のドライブ攻撃のスペースを与えない。ＤＦが安定すると攻撃は勢いが増し、６：０８、白④田
村が個人技を見せミドルシュートで同点。さらに４：２６と２：５８にはパワープレーから白⑥深
田が得点。５－３と鳥取中央育英がリードする。白⑥深田のフローティングを長浜北星ＤＦが
守れなくて苦しい展開の中、２：０８青②藤居がカウンターから得点して追い上げるが、１：１
０、またも白⑥深田がフローターシュートを決める。０：５７、攻防転換の最中、白⑦栗田がＰＦ
を犯し、一発永退。頑張って泳いでいただけに本人にとってもチームにとっても痛い退場と
なった。このチャンスに青③藤居が右サイドからこの試合２点目の得点で６－５．鳥取中央育
英が逆点して終了。

３Ｐ　長浜北星のスピードが落ちてきた。ドライブ攻撃にもパスが渡らないが、それでもカットイ
ン攻撃を繰り出す。一方の鳥取中央育英は、攻撃の形が整わず、ミドルシュートで攻撃する
がこれも得点できず。試合が動いたのは３：４１、鳥取中央育英のカウンター攻撃で白④から
③秋月にパスが渡り、得点。７－５とリードを広げた。さらにパワープレーから決定的なシュー
トチャンスが２度あったが決めきれず、長浜北星を突き放せない。ミスが続いた鳥取中央育
英であったが１：３３、白⑥深田がカウンターから落ち着いてミドルシュートを決め、８－５と
リードして終了した。長浜北星は、スピードが落ちチャンスをつくれなかったことと白⑥深田の
守りに苦しんだＱであった。

４Ｐ　追い上げたい長浜北星だが、攻撃の形が単調で鳥取中央育英ＤＦにことごとくチャンス
をつぶされてしまう。こうなると完全に鳥取中央育英ペース。４：４９と３：２２、白④田村に立て
続けにカウンターからシュートを決められ、１０－５．さらに２：２６、白⑫中下にもカウンターか
らシュートを決められ、勝敗が決定的となった。長浜北星は０：２９、青⑥保崎が意地を見せカ
ウンターから得点したが、１１－６で鳥取中央育英が勝利した。

２年生も大活躍した鳥取中央育英の今後の活躍を期待したい。


